文部科学省特定領域研究「環太平洋の『消滅に瀕した言語』にかんする緊急調査研究」

環北太平洋（Ａ０２）班調整班　研究打ち合わせ会議ご案内

環北太平洋班調整班分担者および関係者各位

本年度の研究打ち合わせ会議を次の要領・プログラムにて開催いたします。お忙しい折とは思いますが、皆様の積極的なご参加をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　環北太平洋班調整班研究代表者　遠藤　史（和歌山大学）

　                     　　　　　　　　　　　　　fubito@emily.eco.wakayama-u.ac.jp 

★

会場：北海道大学文学部　３階会議室（札幌市北区北１０条西７丁目）
[詳しくは　http://www.hokudai.ac.jp/letters/guide/map.html　を参照]
日時：
7月13日（土曜日）
14:00-14:05 開会挨拶
14:05-14:35研究発表　白石英才（フローニンゲン大学）

ニヴフ語代名詞の接語化についての韻律的証拠
14:35-15:05 研究発表　佐藤知己（北海道大学）

アイヌ語沙流方言の文末表現について
15:05-15:35 研究発表　金子亨（千葉大学名誉教授）
何故抱合か－Valodin, Werner, Mattissenなどの最近の論考から－
（15分間休憩）
15:50-16:30 現地調査報告　呉人恵（富山大学）

　　ツンドラでの６ヶ月の調査を終えて
  ―コリャーク語の現状および言語民族学的研究の可能性―

（10分間休憩）
16:40-17:40 講演　池上二良（北海道大学名誉教授）

松花江・黒龍江中流右岸のツングース語の母音対応について
★☆土曜日のプログラム終了後、18:00より北海道大学構内「エンレイソウ」にて懇親会を開きます（立食。会費：一般5千円、学生３千円の予定）。皆様のご参加を期待いたします。会場準備の都合上、参加される方はあらかじめ各班の研究代表者にお知らせください。

7月14日（日曜日）
9:00-9:30 現地調査報告　高橋靖以（北海道大学大学院）

　　アイヌ語方言調査報告―道東方言、日高東部方言を中心に
9:30-10:00　研究発表　アンナ・ブガエワ（北海道大学大学院）

　　アイヌ語千歳方言の特色
10:00-10:30研究発表　田村雅史（千葉大学大学院）

アイヌ語沙流方言の位置を表す名詞の統語機能
（10分間休憩）

10:40-11:10研究発表　長崎郁（千葉大学大学院）

　　ユカギール語における動詞の自他
11:10-11:40 研究発表　西岡いずみ（九州大学大学院）

　　‘Come’ and ‘Go’ in Modern Uyghur
（10分間休憩）
11:50-12:10 各班活動報告　各班研究代表者

12:10-12:40 ディスカション　環北班の今後の活動について
12:40 閉会挨拶
参加者の方へお願い：

（１）ご発表くださる方はあらかじめハンドアウトを30部ご用意願います。必要な機器等については前もって津曲(tumagari@let.hokudai.ac.jp)あてご照会ください。

（２）会議当日は授業がないため、文学部の校舎は東側の玄関しか使用できません。ご注意ください。

（３）各班代表者は、出欠予定（13日，14日，懇親会とも）を分担者・協力者分もとりまとめ、7月3日（水曜日）までに、遠藤にお知らせください。

